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鉄道の未来を拓く人材と熱意と知恵が集まるプラットフォームとなることを目指しています

日本の高速鉄道の国際的評価（曽根 悟 工学院大特任教授）

曽根 悟著『新幹線50年の技術史』（講談社ブルーバックス）が2014年 4月 18日に出版されます。

今後、日本の高速鉄道の国際的評価の理解を広めるため、導入編と討議会を繰返し開催します。

導入編

本を読み終えていない方を対象に、著者自らが本

の意図や強調すべきことを伝えます。

受講者全員が全文を精読しよう、講座を知合いに

紹介しようと思って頂けるようになることを目指

します。

受講料：3,000（学生 1,000）円

特 典：著者サイン入り本を進呈

討議会

受講は本の全文を精読済みの方に限り、討議を通

して、高速鉄道技術の理解を深め、新たな智を創造

し、鉄道の未来を拓く力を身に付けて頂くことを目

指します。

事前に討議課題（全角 300 文字以内）を受付け、

リストを全員へ配布し、それに基づき討議します。

受講料：3,000（学生 1,000）円

導入編または討議会に参加済みの方は 2,000(学生 500)円

特 典：持参本へ著者サイン

工学院大学オープンカレッジ鉄道講座
（企画・監修：工学院大学特任教授 曽根 悟）

(株)ライトレールが受付け・運営を担当します。

メール：info@LRT.co.jp、電話：03-5985-1131

最新情報：http://www.LRT.co.jp/kogakuin

受講料は消費税込みです。お申込みは、講座名とともに氏名・

所属・役職をメール送付下さい。

申込み時にお受けする「個人情報」は、学校法人工学院大学

プライバシーポリシーに従って適切に管理し、個人情報の保

護に努めます。今後、鉄道講座のご案内をお送りします。

1964 年に誕生した新幹線は、大量の高速輸送を安定に実

現するために、重量オーバー対策での線路の作り直し、ダ

イヤの改訂など、さまざまな試行錯誤を繰返してきた。

開発された技術が海外に大きな影響を及ぼした一方で、

夜行列車や貨物新幹線など、実現しなかった構想もある。

本書では、新幹線 50 年の歩みを技術中心に振り返り、

整備新幹線やリニアなどの将来像を展望する。

新幹線と人生を共にした著者による渾身作。

以下の７章構成

高速鉄道の元祖

新幹線の建設と開業

ＪＲ発足と速度記録への挑戦

列車ダイヤとサービスの変遷

リニア中央新幹線の建設

世界的に見た新幹線の技術

新幹線の近未来像

第１回 4/18(金)19:00～20:30(講義80分＋質疑10分)

第２回 4/19(土)14:00～16:00(講義80分＋質疑40分) 第１回 平日調整中 18:30～20:30(全て討議)

第２回 土曜調整中 14:00～16:00(全て討議)


